
 令和５年度 

 

明石市立天文科学館空調設備保守点検業務委託仕様書 
 

                                    明石市立天文科学館 

 

明石市立天文科学館の空調設備保守点検業務（以下、「業務」という。）に関して、本業

務契約書のほか、下記のとおりとする。 

 

記 

 

第１条 （目的） 

   本業務は、受託者が第２条に定める委託者の利用する設備の定期または不定期の点検

を実施し、常時これらの機器を稼働可能な状態に保つことを目的とする。 

 

第２条 （対象機器） 

   本業務の保守点検の対象となる機器は、別紙「特記仕様書」のとおりである。 

 

第３条 （設置場所） 

   本業務の保守点検の対象となる機器の設置場所は、別紙「特記仕様書」のとおりであ

る。 

 

第４条 （履行期間） 

   令和５年４月１月～令和６年３月31日 

なお、契約締結日から令和５年３月31日までの間は準備期間とし、この間において委

託料は発生しないものとする。 

  

第５条 （委託料の支払い） 

   本委託料の支払いは契約金額を12で除した下記の金額とし、請求翌月に支払うものと

する。ただし、当該契約金額が12等分できない場合は最終月で調整するものとする。 

 

   委託料 ４月～翌年２月まで（月額）￥＊＊＊，＊＊＊-（税込） 

          翌年３月  （月額）￥＊＊＊，＊＊＊-（税込） 

  

第６条 （委託業務内容） 

   本業務は以下の各号によるほか、別紙「保守作業実施要領」によるものとする。 

① 一般調整 

② 異常の有無の点検、グリスアップ等 

③ 必要な部分の性能チェック 

④ 作動点検 

⑤ 改正フロン法に基づく点検 

⑥ 空調用塩害防止エアーフィルターの取り替えおよび処分 

⑦ 故障時のオンコール、不定期点検 

 

  



 

第７条 （定期点検の時期と回数） 

   本業務のうち定期点検の時期と回数は、別紙「特記仕様書」のとおりとする。 

   ただし、委託者から要請があった場合または受託者が必要と認めた場合は、これ以外

に必要な保守作業（不定期点検）をおこなうものとする。 

 

第８条 （費用の負担） 

   以下の各号に記載された事項は、本契約で定める保守料金に含まれず、原則として別

途委託者の負担とする 

① 本業務契約書および仕様書等で、特に明記のないものにおける１件あたり１万円を超

えて部品を取り替えた場合の補修部品代金。また、不定期点検における交換費用。 

② 委託者の故意、過失によって生じた機器および部品の損傷、故障の場合の費用。 

③ 委託者が受託者の指示によらず修理や改造をしたり、受託者の指定以外の部品を使用

したことによって生じた損傷、故障の場合の費用。 

④ 委託者が受託者の承諾なしに機器の性能に影響を及ぼす仕様変更および機器の移動を

することによって生じた損傷、故障の場合の費用。 

⑤ 契約対象機器以外の関連機器における点検修理。 

⑥ オーバーホール、改造、移転またはこれに準ずる作業。 

⑦ 天災地変、または大気汚染等の公害による損傷、故障の場合の費用。 

 

第９条 （保守に対する協力業務） 

   委託者は受託者が機器の保守を円滑に行えるよう、以下のとおり協力するものとする。 

① 委託者は受託者が保守作業に必要な電気、水道などを無償で提供するものとする。 

② 委託者は原則として受託者から指示された使用方法に従って機器を使用するものと 

する。 

 

第10条 （保守作業報告書） 

   受託者は、保守作業終了後遅滞なく委託者に実施結果を書面にて報告するものとする。 

 

第11条 （責任の制限） 

   受託者は以下の各号の損害については原則として責任を負わないものとする。 

① 委託者が自己の義務の履行を怠ったために生じた損害。 

② 委託者の指示に基づいて行った結果生じた損害。 

③ 委託者が付け加えた機器によって生じた損害。 

④ 天災地変等不可抗力により生じた損害 

 

第12条 （契約解除） 

   委託者または受託者が以下の各号の事項に該当した場合は、相手方は本契約を解除す

ることができる。 

① 委託者が委託料の支払いを怠ったとき。 

② 受託者が破産、和議、会社整理、会社更正等の申立てを行ったとき。または営業の廃

止、休止をしたとき。 

③ 本業務の契約書、仕様書等の条項に違反したとき。 

④ やむを得ない事情により、契約の継続が困難になったとき。 

 

第13条 （守秘義務） 

   受託者は本業務の実施に際して知り得た秘密を開示、漏洩してはならない。 

 



第14条 （協議事項） 

   本業務について契約書、仕様書等に定めのない事項または解釈に疑義を生じた事項に

ついては、委託者及び受託者は誠意をもって協議のうえ解決をはかるものとする。 

  



 

明石市立天文科学館空調設備保守点検業務委託 

        特 記 仕 様 書 

 

１．設置場所 
 

   明石市人丸町２番６号  明石市立天文科学館 
 

２．対象機器、点検時期、回数 
 
点検後、報告書を提出すること。報告書には定格値または基準値を記載し、各実測値と比較して合否判定

をすること。 
 
 
  ＮＯ  対 象 機 器     仕     様  数 量    点検時期及び回数  

１ 

 ガス吸収冷温水機及び 
 （矢崎総業） 

 ＣＨ－Ｖ１００Ｐ 
 冷凍能力３０２,４００Kcal／ｈ 
 暖房能力２４６,０７０Kcal／ｈ 

 １台  ４､８､11、翌年２月 
 ４回／年 

２ 

 空冷ヒートポンプチラー 
  （三菱電機） 

 ＭＨ－４０４（特） 
 冷房能力１６０,０００Kcal／ｈ 
 暖房能力１９０,０００Kcal／ｈ 

 ２台  ４､８､11、翌年２月 
 ４回／年(改正フロン法に
基づく点検含む)  

３ 

 空調機 ＡＨ－１ 
   （クボタ） 

 ＭＰＨ－４０ 
 冷房能力２２９,７８８Kcal／ｈ 
 暖房能力３０９,３７５Kcal／ｈ 

 １台  ５､７､９、翌年１月 
 ４回／年 

４ 

 空調機 ＡＨ－２ 
   （クボタ） 

 ＭＰＨ－４０ 
 冷房能力７６,６１２Kcal／ｈ 
 暖房能力６８,０１９Kcal／ｈ 

 １台  ５､７､９、翌年１月 
 ４回／年 

５ 

 冷温水ポンプ 
   （テラル株式会社） 

 三相２００Ｖ、７．５ＫＷ 
 水量１,１００ℓ／ｍ 
 ＳＪＳ８０×６５Ｌ６７．５ 

 ２台 ４､８､11、翌年２月 
 ４回／年 

６ 

 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 
     （三菱電機） 

  28台  ４､８､11、翌年２月 
 ４回／年(フィルター清掃及び

改正フロン法に基づく点検) 

７ 

 ファンコイルユニット 
      （クボタ） 

  57台  ５､７､９、翌年１月 
 ４回／年 
 フィルター清掃のみ 

８ 
 制御機器 
       

    ４､11月 
 ２回／年 

 

９ 
上記、空調設備用 
 吹出口・吸込口清掃 

  170箇所  １回／年 

 ガラリ･シャッター清掃 

 

 

10 

 上記、３及び４用 
 空調用塩害防止エアフィ 
 ルター取り替え、処分 

 デュラセルＳ S9-2424-12AM 
 デュラセルＳ S9-2412-12AM 

９箇所 
６箇所 

 ９月 
 １回／年 

 

 
 【下記事項の費用は仕様書第５条の保守作業範囲内に含むものとし、受託者が負担する】 
 
   ・空調用塩害防止エアーフィルター費、取替費、処分費 
   ・冷却水処理薬剤 レジオクラッシュL-235 年間必要量（約30kg） 
   ・CO2.濃度検出器 フィルターユニット CDS-2500-3 １個 
      ・プレフィルター フィレドン濾材 610×610 10枚、610×305 10枚 
   ・その他、グリス等雑消耗品類 



保守点検作業実施要領書 

 

【ガス吸収冷温水機】 
 
   

  点 検 項 目 
 
     点  検  保  守  内  容 

 冷 
 房 
 ｲﾝ 

 冷 
 房 
 中 

 暖 
 房 
 ｲﾝ 

 暖 
 房 
 中 

 

 １  外観の状況 
 ①本体及び付属品 
 ②温度計及び圧力計 
 ③保温及び保冷材 
 ④外観 

 
 ・腐食,変形,破損等の劣化の有無を点検 
 ・破損の有無を点検 
 ・保温及び保冷材の脱落、破損等の劣化の有無を点検 
 ・清掃 

 ○  ○  ○  ○ 

 ２  動力盤  

 ・冷房又は暖房の切り替えが誤ってないかを確認 

 ・絶縁抵抗を測定し、１ＭΩ以上あることを確認 

 ・作動の良否を点検 

 ○  ○  ○  ○ 

 ３  付属弁  
 ・弁の開閉の良否を点検、開閉不良の場合調整 
 ・調整弁にあっては冷房又は暖房運転時の調整開度である 
  ことを確認 

 ○   ○  

 ４  冷温水及び冷却水系統  

 ・各水室部に水漏れのないことを確認 
 ・冷却水系の水抜き確認を行う                       

 

 ○ 

 

 ○ 

 

 ○ 
 ○ 

 

 ○ 

 ５  電気系統 
 ①絶縁抵抗 
 
 ②端子 
 ③操作盤内 
 ④タイマー 

 
 ・ｷｬﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ､抽気ﾎﾟﾝﾌﾟ､ﾌﾞﾛﾜｰﾌｧﾝ､油ﾎﾟﾝﾌﾟ等の各ﾓｰﾀｰ､ 
  操作回路､油ﾋｰﾀｰ等絶縁抵抗を500Vﾒｶﾞﾃｽﾀを用いて測定 
 ・緩み､変色の有無点検､緩みのある場合は増締めする。 
 ・盤内部の汚れを点検し清掃 
 ・起動制御､遅延､その他のタイマーが規定値で作動するか 
  を確認 

 ○  ○  ○  ○ 

   ⑤サーマルリレー 
 
 ⑥電極棒 

 ・ｷｬﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ､抽気ﾎﾟﾝﾌﾟ､ﾌﾞﾛﾜｰﾌｧﾝ､油ﾎﾟﾝﾌﾟ等の各ﾓｰﾀｰ 
  用ｻｰﾏﾙﾘﾚｰの設定値を確認 
 ・電極棒の機能を調査 
 ・必要に応じて抜き取って亀裂及び折損の有無を点検 

 

 ６  保安装置 
 ①保護ｽｲｯﾁ 
 
 ②ｲﾝﾀｰﾛｯｸ 

 
 ・冷水過冷却､断水及び液面ﾘﾚｰ､高温再生器圧力及びｶﾞｽ圧 
  力（高､低）､空気圧力その他のｽｲｯﾁの作動の良否を点検 
 ・冷水及び冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ､感震器､煙感知器その他のｲﾝﾀｰﾛｯｸ 
  の作動の良否を点検 

 ○  ○  ○  ○ 

 ７  燃焼装置 
 ①弁 
 
 ②バーナー 
 
 
 
 ③リンク機構 
 
 ④炎検知器 
 
 
 
 ⑤ストレーナ 
 （油を使用するものに 
  限る） 
 ⑥燃焼室 

 
 ・電動ﾎﾞｰﾙ弁､主遮断弁及びﾊﾟｲﾛｯﾄ電磁弁の開閉の良否 
   を点検 
 ・耐火材の亀裂及び欠損の有無を点検 
 ・ﾉｽﾞﾙﾁｯﾌﾟを取外し洗油又はｼﾝﾅｰで清掃 
 ・点火ﾄﾗﾝｽ､電極棒及び高圧ﾘｰﾄﾞ線の損傷等の劣化絶縁 
   碍子の亀裂有無並びに絶縁の良否を確認 
 ・動作の良否を点検､動作不良の場合は調整 
 ・ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄの緩み及び損傷の有無を点検 
 ・光電ｾﾙ又は赤外線検出方式の場合､受光面の汚れ､亀裂 
  等の劣化の有無､並びに絶縁の良否を確認 
 ・ﾌﾚｰﾑﾛｯﾄﾞ方式の場合､汚れ及び絶縁碍子の亀裂の有無､ 
  並びに絶縁の良否を確認 
 ・詰まり及び損傷等の劣化の有無を点検 
 
 
 ・燃焼室内部の腐食及び汚れの有無を点検 

 
 ○ 
 
 
 
 
 
 ○ 
 ○ 
 ○ 
 
 ○ 
 
 ○ 
 
 
 ○ 

  
 ○ 
 
 ○ 
 ○ 
 ○ 
 
 ○ 
 ○ 
 ○ 
 
 ○ 
 
 ○ 
 
 
 ○ 

 

 
 



   
  点 検 項 目 

 
     点  検  保  守  内  容 

 冷 
 房 
 ｲﾝ 

 冷 
 房 
 中 

 暖 
 房 
 ｲﾝ 

 暖 
 房 
 中 

 

 ８  運転調整 
 ①音及び振動 
 ②電流及び電圧 
 
 
 ③温度制御 
 ④燃焼状態 
 
 
 
 
 
 
 ⑤熱交換器 
 
 
 
 ⑥運転ﾃﾞｰﾀｰ採取 

 
 ・異常のないことを確認 
 ・運転時に､主電源電圧の変化が定格の１０％以内にある 
  ことを確認 
 ・運転電流が定格電流以下であることを確認 
 ・設定温度で確実に作動しているかを確認 
 ・正常に着火する事を確認 
 ・ﾒｲﾝﾊﾞｰﾅｰの火炎が安定しており異常振動や異常音がない 
  ことを確認 
 ・ﾌﾚｰﾑ電流を測定しその値が規定値以上で､安定している 
  ことを確認 
 ・排ｶﾞｽ中のＯ２濃度及びＣＯ濃度､排ｶﾞｽ温度､ﾄﾞﾗﾌﾄ､燃料 
  消費量等を測定し､許容範囲内に有ることを確認 
 ・冷水及び冷却水の入り口温度と出口温度､溶液温度､溶液 
  濃度､擬縮温度､蒸発温度等を確定し､許容範囲内にある 
  ことを確認 
 ・不擬縮ｶﾞｽの混入及び冷却管の汚れの有無を確認 
 ・運転ﾃﾞｰﾀｰ採取 

 ○  ○  ○  ○ 

 ９  真空気密 
 ①抽気ﾎﾟﾝﾌﾟ 
 
 ②抽気系統 
 
 ③ﾘｰｸ試験 
 ④真空電磁弁 

 
 ・起動時に固着及び異音がなく､抽気能力に異常のないこ 
  とを確認 
 ・抽気用弁を手動で全開にしとき真空系の変化から確実に 
  開通していることを確認 
 ・抽気ﾎﾟﾝﾌﾟで機内に不純ｶﾞｽのないことを確認 
 ・真空電磁弁分解整備 

 
 ○ 
 
 ○ 
 
 ○ 

 
 ○ 
 
 ○ 
 
 ○ 

 
 ○ 
 
 ○ 
 
 ○ 
 ○ 

 
 ○ 
 
 ○ 
 
 ○ 

    ・真空電磁弁点検  ○  ○   ○  

 10  熱交換器  

 ・伝熱管のｽｹｰﾙ付着の有無を点検 

 ○  ○  ○  ○ 
  

 11  クーリングタワー  

 ・清掃 

・ファンベルト点検調整ほか 

 ○  ○     

 12  薬液注入装置  
 ・点検 
 ・水質検査 

 ○  ○   

 13  溶液  

 ・攪拌した溶液を適量採取してｲﾝﾋﾋﾞﾀｰ 濃度及びｱﾙｶﾘ度が 
  規定の許容範囲内にあるこつを確認 
 ・溶液に著しい汚れがないことを確認 
 ・冷媒量及び溶液濃度点検 
 ・溶液調整弁作動点検 
 ・高圧再生器液面ｺﾝﾄﾛｰﾙ点検 

 

 
 
 ○ 
 ○ 
 ○ 
 ○ 

  

 ○ 
 
 ○ 
 ○ 
 ○ 
 ○ 

 

 
  
 
  



 

保守点検作業実施要領書 

 
【空冷式チリングユニット（ヒートポンプ）】 
 
   

  点 検 項 目 
 
     点  検  保  守  内  容 

 冷 
 房 
 ｲﾝ 

 冷 
 房 
 中 

 暖 
 房 
 ｲﾝ 

 暖 
 房 
 中 

 

 １  外観の状況  

 ・腐食､変形､破損などの劣化の有無を点検 

 ○  ○  ○  ○ 

 ２  電気系統 
 ①操作及び動力回路 
 ②端子 
 ③ｸﾗﾝｸｹｰｽﾋｰﾀｰ 
 
 ④盤 
 ⑤電磁開閉器 
 ⑥四方弁 

 
 ・絶縁抵抗を測定し､１ＭΩ以上あることを確認 
 ・緩み及び変色の有無を点検､緩みのある場合は増締め 
 ・温度の以上の有無を点検 
 ・絶縁抵抗を測定し､１ＭΩ以上あることを確認 
 ・異物の付着緩み及び変形の有無を点検 
 ・接点の荒れの有無､異常音の有無を点検 
 ・冷房又は暖房の切替スイッチ及び四方回路切替弁の作動 
  を点検 

 ○  ○  ○  ○ 

 ３  圧力計及び安全弁  
 ・圧力計の指示の狂い及び破損の有無を点検 
 ・安全弁の漏れの有無を点検               

 ○   ○  

 ４  送風機 
 ①Ｖベルト 
 ②軸受け 
 ③ファン 

 
 ・弛み及び破損等劣化の有無を点検 
 ・音及び振動の異常有無を点検 
 ・損傷等の劣化及び振動等の異常の有無を点検 

 ○  ○  ○  ○ 

 ５  熱交換機  
 ・ﾌｧﾝｺｲﾙ及び水熱交換機の汚れ及び損傷等劣化の有無を点 
  検                                             

 ○  ○  ○  ○ 

 ６  排水系統   ○  ○  ○  ○ 
   ①ドレンパン 

 ②ドレン排水 
 ・汚れや腐食の有無を確認。軽微な汚れがある場合清掃 
 ・本体のドレン排水確認を行い､支障のないことを確認 

     

 ７  冷媒系統  

・ガス漏れの有無を点検       
 ・配管の損傷等の劣化の有無を点検     

 ○  ○  ○  ○ 

 ８  潤滑油系統  

 ・油の汚れの有無及び油量の適否を点検（全密閉ﾀｲﾌﾟは除 
  く） 

 ○  ○  ○  ○ 

 ９  水系統  

 ・漏れの有無を点検 
 ・弁の開閉を確認 

 ○  ○  ○  ○ 

 10  保安装置 
 ①圧力開閉器 
 ②断水リレー 
 ③ｲﾝﾀｰﾛｯｸ 
 ④冷水凍結防止ｻｰﾓ 
 ⑤可溶栓 

 
 ・設定値で作動を点検 
 ・作動の良否を点検 
 ・作動の良否を点検 
 ・作動の良否を点検 
 ・ガス漏れの有無を点検 

 ○   ○  

 11  運転調整 
 ①音及び振動 
 ②主電源電圧 
  

 
 ・異音のないことを確認 
 ・主電源電圧の変動が定格の±１０％以内にあることを 
   確認 

 ○  ○  ○  ○ 

 
 



   
  点 検 項 目 

 
     点  検  保  守  内  容 

 冷 
 房 
 ｲﾝ 

 冷 
 房 
 中 

 暖 
 房 
 ｲﾝ 

 暖 
 房 
 中 

 

 ③冷媒ガス 
 
④冷凍機油 

 
 ⑤熱交換状況 
 
 ⑥制御 
 
 ⑦ファン 

・高圧側及び低圧側の圧力､温度等の状態を点検し正常 
であることを確認 

・油圧､温度等を点検し､正常であることを確認（全密閉 
  ﾀｲﾌﾟは除く） 
 ・冷媒の温度､外気及び冷水､又は温水の温度等を点検し 
  正常であることを確認 
 ・温度､圧力､容量及びタイマー制御が設定値で確実に作 
  動する事を確認 
 ・回転方向が正回転であることを確認 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



保守点検作業実施要領書 
 
【空気調和機】 
 
   

  点 検 項 目 
 
     点  検  保  守  内  容 

 冷 
 房 
 ｲﾝ 

 冷 
 房 
 中 

 暖 
 房 
 ｲﾝ 

 暖 
 房 
 中 

 

 １  外観の状況 
 ①本体 
 ②保温・吸音材 

 
 ・腐食､変形､破損等の劣化の有無を点検 
 ・破損の有無を点検 

 ○   ○  

 ２  送風機 
 ①ファンランナー 
 
 ②シャフト 
 ③ベルト 
 ④プリー 
 ⑤軸受 
 ⑥カップリング 
 ⑦電動機 

 
 ・汚れ及び発錆､腐食等の有無を点検 
 ・回転バランスの良否を目視点検 
 ・汚れ及び発錆､腐食等の有無を点検 
 ・緩み及び損傷等劣化の有無を点検 
 ・摩擦等有無を点検 
 ・異音の有無を点検 
 ・摩擦､損傷等の有無を点検 
 ・絶縁抵抗を測定し､その値が１ＭΩ以上であることを 
  確認 
 ・回転方向が正回転であることを確認 

 ○   ○  

 ３  運転調整  
 ・音､振動等の異常の有無を点検 
 ・運転電流が定格値以下であることを確認 
 ・電源電圧の変動が定格の±１０％内にあるか確認 

 ○   ○  

 ４  熱交換器  
 ・冷温水ｺｲﾙ､上記ｺｲﾙ等の汚損や腐食損傷の劣化の有無 
   を点検 

 ○    ○   

 ５  加湿器  
・加湿ﾉｽﾞﾙの詰まりの有無を点検、詰まりがある場合は、ﾉ

ｽﾞﾙの分解清掃又は、交換を実施。 

   ○  ○ 

    ・噴霧ﾎﾟﾝﾌﾟ作動の良否を確認      

 ６  エリミネイター  
 ・汚れ詰まりや腐食の有無を点検 

 ○   ○  

 ７  排水系統 
 ①ドレンパン 
 
 ②ドレン排水 

 
 ・汚れ及び発錆､腐食等の有無を点検､軽微な汚れがある 
  場合清掃 
 ・本体のドレン排水確認を行い､支障のないことを確認 

 ○    

 ８  エアーフィルター 
 ①プレフィルター 
 
 ②中性能フィルター 

 
 ・詰まり及び損傷等の劣化の有無を点検､汚れがある場 
  合清掃 
 ・詰まり及び損傷等の劣化の有無を点検､著しい汚れの 
  場合は交換 

 ○  ○  ○  ○ 

 ９  二方弁及び三方弁  
 ・汚れ及び発錆､腐食等の有無及び作動点検 
 ・水漏れの有無 

 ○   ○  

 
 
  



保守点検作業実施要領書 
 
【ポンプ】 
 
   

  点 検 項 目 
 
     点  検  保  守  内  容 

 冷 
 房 
 ｲﾝ 

 冷 
 房 
 中 

 暖 
 房 
 ｲﾝ 

 暖 
 房 
 中 

 

 １  本体   

・腐食､変形､破損等の劣化の有無を点検 

 ○   ○  

 ２  運転調整  

 ・主電源電圧の変動が運転時に定格電圧の±１０％ 

以内にあるかを確認 

 ・運転電流が定格値以下にあるかを確認 

 ・吸込圧力及び吐出圧力が許容範囲内にあることを確認 

 ・メカニカルシールの状態点検及び調整 

 ・音､振動等の異常の有無を点検 

 ○   ○  

 ３  電動機  

 ・絶縁抵抗を測定し､その値が１Ｍ以上あることを確認 

 ・回転がスムーズであるかを確認 

 ○   ○  

 ４  圧力計  

 ・腐食､破損等の有無を点検 

 ・指示値に狂いがないかを確認 

 ○  ○  ○  ○ 

 
 

 

 

 

 

パッケージエアコン 室外機一覧表 
【フロン関係】                                    （各１台） 

   使 用 場 所    形   式  製 造 会 社  冷能力(定格kW)  冷 媒      備  考 

１階電気室  PVT-J125E-BS 三菱電機 12.5 Ｒ22  

１階事務所他  PUHY-J450BM-A-BS 三菱電機 45.0 Ｒ22  

 ２階情報処理室  PUHY-J224M-B-BS 三菱電機 22.4 Ｒ22  

２階調整室 PUH-J71GA 三菱電機 7.1 Ｒ22  

13階第２展望室  PUHY-J355BM-B-BS 三菱電機 35.5 Ｒ22  

14階第１展望室  PUHY-J560BM-A-BS 三菱電機 56.0 Ｒ22  

 16階観測室 PUHY-J280M-BS 三菱電機 28.0 Ｒ22  

  



保守点検対象明細表 
 

    系 統 名    品   名     形   式  数 量       備    考 

 
１.冷却塔周り制御 

 電動ボール弁  EA200-TLE    １  

 伝導率計  C505    １  

 
２.空調機制御（１） 
    ＡＨ－１系統 
 

 挿入形温湿度検出器  THDN11-200    １  

 CO２ガス濃度計  eSENSE-Duct    １  

 ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾓｰﾀｰ  M9116-AGA    ２  

 トランス  TAKIO    ３  

 電動３方弁  JBGK-701A    １  

 温度指示調節計  EDY3201100SR    １  

 温度指示調節計  EDY2101100SR    １  

 直流電源  PWS-020    １  

 差圧スイッチ  MS61    １  

 アイソレーター  JMHI    １  

 
３.空調機制御（２） 
    ＡＨ－２系統 
 

 挿入形温度検出器  JPEK-02K    １  

 室内形湿度検出器  EDY10HE-R    １  

 ダンパーモーター  M9116-AGA    １  

 差圧スイッチ  MS61    １  

 電動３方弁  MJV20    １  

 差圧スイッチ  MS61    １  

 直流電源  PWS-020    １  

 トランス  TAK10    ２  

 ４.ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ制御 室内形温度検出器  EDY70TE-K   １８ 
 

 ﾌｧﾝｺｲﾙｺﾝﾄﾛｰﾗｰ  EDY210FR-K   １８  

 電動３方弁  EA100-TNE   １８  

 ５.ﾀﾝｸﾚﾍﾞﾙ監視  ﾌﾛ-ﾄﾚｽｽｲｯﾁ  61F･3P付 ２ 
 

６.ﾌｧﾝ発停制御  ﾙｰﾑｻｰﾄｽﾀｯﾄ  MCT10-C140    １ 
 

  
７.計測系統 

 挿入形温湿度検出器  HTY7803T1P00    １  

 挿入形温度検出器  JPEK-02AR    ８  

 直流電源  PWS-020    １  

 

明細表の機器品名・型式の確認を取り、修繕工事等で明細表と不一致が発生している場合は、速やか

に報告と修正を行うこと。 



制御装置保守点検特記仕様書 

 

 

機器単体点検 

 

 １.電気式自動制御機器 

  ａ)サーモスタット､ヒューミディスタット､プレッシャースタット類 

   ①本体の塵埃除去及び概観点検 

   ②ポテンションメーターの清掃､ワイパー接触圧の点検 

   ③湿度エレメント（毛髪その他）の点検整備 

   ④標準計器による動作点検､比例帯､ディファレンシャル等の機能点検調査 

   ⑤機器取付け状態の点検 

   ⑥接続端子の点検 

   ｂ)コントロールモーター（バルブモーター､ダンパモーター）類 

     ①本体の塵埃除去及び概観点検 

     ②電動部の要素に給油､動作点検 

     ③モーターストロークの点検調整､スプリングテンションの確認 

     ④モーター内部のポテンションメーター、リミットスイッチ､ワイパー機構の清掃点検調整 

     ⑤電源電圧の点検 

 

２.電子式自動制御機器 

  ａ)検出部（温湿度､圧力､露天､流量など） 

    ①外観状況（塵埃､破損､設置場所） 

     ②検出制度は許容範囲内か 

     ③取り付け状況（脱落､浸水､防護､汚れ） 

     ④端子及び配管配線の状況（緩み､劣化､絶縁） 

  ｂ)調整部 

     ①外観状況（塵埃､破損､発熱､設置場所） 

     ②メカ部分の摩擦耐久状況 

     ③接続端子の緩み調整 

     ④電源電圧チェック 

 

３.２方弁､３方弁､制御弁類 

     ①動作状況（異音､全閉､全開､締め切り） 

     ②取付け状況（緩み､ガタ付き､破損､取付け方向） 

     ③ブランド部の漏水確認 

 

４.ダンパーアクチュエータ類 

     ①動作状況（異音､ウナリ､全閉､全開､締め切り） 

     ②取付け状況（緩み､ガタ付き､破損､取付け方向､流れ方向）  

     ③ダンパーアーム､リンケージの取付け状況 

     ④制御量に対する操作量の試験 

     ⑤電源電圧（±１０％以内） 

   ⑧ポジショナー付きの場合はスタートポイント、ストロークの点検 

 

５.指示､記録計類 

     ①標準計器（又は実測）による指示､記録､校正 

     ②電源電圧のチェック 

     ③エレメントの清掃､点検､特性チェック 


